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2 Da－5 タンパク質のカルシウム利用促進効果

共立女大家政　○奥島美智子　阿部真帆　高宮和彦

食　　物

　目的：近年カルシウム量の摂取不足が心配されているので、炭酸カルシウムに各種食品

のタンパク質を添加した場合の人工消化液へのカルシウムの溶出率を比較検討し、更にマ

ウスを使用するインビボテストを実施した。

　方法：試料は穀類。麦類、種実類、豆類、魚肉より選び、それぞれから抽出したタンパ

ク質を炭酸カルシウムに添加して人工胃液に１時間、続いて人工腸液で３時間インキュベ

ートし、溶出するカルシウム量を定量した。インビボテストはマウスに各試料を混和した

餌を与え、カルシウム分は経口投与して８日間飼育し、骨強度などを測定した。

　結果：上記条件でインキュベート後のカルシウム溶出率は下記の順であった（数値は溶

出率％）。なお炭酸カルシウムの場合の溶出率は1.3%であった。

　松の実＞かぼちや種＞はす種＞あわ＞玄米＞ひえ＞とうもろこし＞ライ麦＞そば＞

8.78 7.16 6.37　　6.13　　5.63　　5.39 5.26 5.13 4.88

　きび＞小麦＞大麦

　4.40　3.28　2.61

従ってカルシウムの溶出率は麦類。穀類、種実類の順に向上した。

　また副食としての魚肉タンパク質、空豆タンパク質を炭酸カルシウムに添加した時のカ

ルシウム溶出率はかっお肉が7.25、空豆が6.72%であった。

　食品中のタンパク質がカルシウムの吸収利用を促進する結果を得た。

2 Da－6 運動負荷・時刻が成長期ラットに及ぼす影響

名古屋女大家政学部　○末田香里、　名古屋大環研　大森幸子

＜目的＞生体内には内分泌系をはじめ種々の日内リズムがあり、内部環境は時刻により異

なる. 運Ss負荷量は同じで、負荷時刻を変えた場合の、成長に及ぼす影響を検討した.

＜方法＞5週齢のWistar系雄性ラットを対照群、寝る前(9時a.m.）運動群、起きがけ

(5時p.B. ）運動群に分けた．運動群には、定刻に水中（24-C）で15分の水泳を3週間負荷

した．餌と水は自由摂取とした．実験終了後、撲殺し、採血し、臓器を摘出した．尿中お

よび骨カルシウム、骨中フォスファターゼ活性、尿中コルチコステロンおよび尿中ピリジ

ノリンを測定した.

＜結果及び考察＞

1.体重および餌の摂取量:運動負荷した群では体重の増加量、餌の摂取量が有意に小さく、

餌の単位重量当りの体重増加量も有意に小さかった. 以上体重増加の増加の抑制は、餌の

摂取量が少なかったこと、運動の影響によると推察された.

2.骨代謝：　体重lOOg当りの大腿骨質重量は対照群に比べておきがけ運動群のほうが有意に

重く、さらに寝る前運動群に比べておきがけ運動群は重い傾向にあった．尿中ピリジノリ

ン量、尿中カルシウム量さらに尿中コルチコステロン排泄量も、対照群に比べて、運動群

の方が有意に多く、さらに寝る前運動群に比しておきがけ運動群の方が多かった．これら

より運動負荷により、ストレスホルモンであるコルチコステロン分泌が多くなることによ

って骨吸収が活性化され、一方で骨合成が骨吸収以上に活性化されたと考えられた.

＜結語＞同じ運動量でも、負荷時刻によ0.成長に及ぼす効果に差があった．
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